
２０２４・１１月 園長 寺田 隆一

【保護者に“感謝”】

こども園の行事は、保護者会のご尽力がなければ運営が難しいものがあります。

10 月は、運動会、お買い物ごっこの行事が行われました。保護者らは、数回開催さ
れる運動会のリハーサルに参加したり、お買い物ごっこの商品準備、管理で来園されたりします。

当日は、大勢の保護者らが応援したり、一緒に競技してくださったりと、園児の心に残る時間を過

ごしてくださいました。ありがとうございました。

【子ども会議の様子を配信（予定）】

学校法人白梅では、「こども会議」と称した園児らが話し合いで活動を決めてい

く時間があります。今回の運動会のテーマや競技、リレーの順番など、あらゆる

場面で真剣に話し合う活動が見られました。幼児でも「年齢相応の話し合いができる」ことを知って

頂きたいと考え、このような場面を【動画で配信】できないかと検討しています。

＜園長のちょこっとコラム＞
この時期の「いらずら、トラブル、わがまま・・・」は、成長する上で必要な経験です。

□ “子ども側の視点”から考えれば、間違った行動を取ってしまったことを「認める」「改める」

「謝る」を学ぶ時期です。加えて「我慢する」「弁済する」なども覚えていきます。

□ “大人側の視点”から考えれば、上記の行動ができるように育てる（教える）時期です。

最近の子供たちと関わっていると、「やってない。」「知らない。」「いなかったもん。」「先生は、

俺を犯人扱いするのか！」など・・・・・。確実な証拠を示さない限り、知らぬ存ぜぬを通せば逃

げられるという考えの子どもが多くなっています。小学校以降の学校教育では、生徒指導上の問題

が起きると、教師らは四苦八苦して対応せねばなりません。

※ 無かったことにできることが、子どもの成長に望ましいのでしょうか。

□ 頭ごなしに「怒る」と、本当のことを言えない子どもになってしまい

ま す。「怒られる＝恐怖」が記憶に残ります。正直に話せなくなることが

多 くあります。また、一度でも、嘘をついて怒られなかった経験は【誤学習】 ですが、本児に

とっては【ラッキーな出来事】として記憶されます。

□ ① まずは、「いつ、誰が、どこで、何をしていたか」などを、順序立てて伝えられるスキル

を身につけさせることが大切です。

② つぎに、事実確認ができたら、頭ごなしに“怒る”ことなく、何が間違っていたか。どの

ように行動すればよいかなどを教えることになります。

イラスト参照：いらすとや
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